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表 2.1 計算ケース別の計算条件の概要 

 過去の物質循環の把握 現況の物質循環の把握 施策による物質循環の変化の把握 

計算年代・季節 
S30 年代 
（夏季） 

S40年代(想定)-1 
（夏季） 

S40 年代(想定)-2
（夏季） 

豊川流況以外は
現況 

S50 年代-1
（夏季） 

S50 年代-2
（夏季） 

現況 
（夏季）

現況出水 
（夏季） 

干潟・浅場造成 
(夏季) 

負荷削減 
（夏季） 

負荷削減＋干潟・浅場造成 
（夏季） 

計
算
条
件 

地形 S30 S30 現況 S50 S50 現況 現況 現況 現況 現況 現況 

総流入負荷量 
(過去については現況を 100 としたときの
割合を示す) 

S30 相当 
(COD: 87 
T-N: 68 
T-P: 61) 

S50 
(COD:113 
T-N:131 
T-P:150) 

現況 

S50 
(COD:113 
T-N:131 
T-P:150) 

S50 
(COD:113 
T-N:131 
T-P:150) 

現況 
(100) 

現況 
出水時は

L-Q 式より
設定 

現況 
10％削減 
20％削減 
40％削減 

10％削減 
20％削減 

10％削減 
20％削減 

総淡水流入量 
(過去については現況を 100 としたときの
割合を示す) 

S30 相当 
（110) 

S50 
(113) 

豊川淡水供給量:
現況の 120％ 

S50 
(113) 

S50 
(113) 

現況 
(100) 

現況 
出水時は

L-Q 式より
設定 

現況 現況 現況 現況 

水質境界条件 
(過去については現況を 100 としたときの
割合を示す) 

S30 相当 
( 58) 

S30 相当 
( 58) 

現況 
S50 相当 

(107) 
S50 相当 

(107) 
現況 
(100) 

現況 現況 現況 現況 現況 

干潟・浅場面積 
(二枚貝・付着藻類の浄化範囲） 

S30 
(12,429ha) 

S30 
(12,429ha) 

現況 
(7,281ha) 

S50 
(8,127ha) 

S50 
(8,127ha) 

現況 
(7,281ha)

現況 
(7,281ha) 

現況＋ 
造成 500ha 
造成 1000ha 

現況 
現況＋ 

造成 500ha 
現況＋ 

造成 1000ha 

溶出 
速度 

干潟・浅場域以外 
(mg/m2/day) 

(過去については現況を 100
としたときの割合を示す) 

S30 相当(62) 
(N)3.9～16.3 
(P)0.4～5.0 

S30 相当(62) 
(N)3.9～16.3 
(P)0.4～5.0 

現況(100) 
(N)6.27～23.0 
(P)0.66～8.07 

干潟・浅場域及び 
干潟・浅場造成地 

(mg/m2/day) 

(N)108.1 
(P)15.0 

(N)108.1 
(P)15.0 

(N)89.1 
(P)11.4 

(N)108.1 
(P)15.0 

(N)108.1 
(P)15.0 

(N)89.1 
(P)11.4 

二枚貝 
生息密度 

(gWW/m2) 
300 300 95.8 300 95.8 95.8 95.8 

現況干潟・浅場：64.6 
造成干潟・浅場：300 

64.6 
現況干潟・浅場：64.6
造成干潟・浅場：300

現況干潟・浅場：64.6
造成干潟・浅場：300

付着 
藻類 

浄化原単位 
(mg/m2/day) 

(N)2.2 
(P)0.3 

(N)2.2 
(P)0.3 

(N)13.3 
(P)1.80 

(N)2.2 
(P)0.3 

(N)2.2 
(P)0.3 

(N)13.3 
(P)1.80 

藻場 

浄化原単位 
(mg/m2/day) 

(N)82.9 
(P)3.00 

(N)82.9 
(P)3.00 

(N)4.0 
(P)0.10 

(N)82.9 
(P)3.00 

(N)82.9 
(P)3.00 

(N)4.0 
(P)0.10 

藻場面積 
S30 

9,000 ha 
S50 

920 ha 
現況 

510 ha 
S50 

920 ha 
S50 

920 ha 
現況 

510 ha 

その他  注 1) 注 2) 注 3)       

注 1)「S40 年代(想定)-1」の計算は、S30 年代の条件で流入負荷量と藻場面積を S50 年代の条件に変更した S40 想定ケースである。 
注 2)「S40 年代(想定)-2」の計算は、豊川用水取水による河川流量の減少が貧酸素発生要因の一つと考えられている既往研究事例を参考に、豊川用水取水前を想定したケースである。 
注 3)昭和 50 年代の計算において、二枚貝の生息密度を 300gWW/m2「S50 年代-1」と 95.8gWW/m2「S50 年代-2」の２ケースを検討した。 
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表 2.2 各年代の計算結果の妥当性の評価 

 現況再計算（夏季） S50年代計算（夏季） S30年代計算（夏季） 備 考 

計
算
条
件 

総流入負荷量(ton/day) T-N 28.18 (100%)，T-P 2.21 (100%)，COD 58.5 (100%) T-N 37.08 (132%)，T-P 3.31 (150%)，COD 66.2 (113%) T-N 19.25 (68%)，T-P 1.35 (61%)，COD 51.0 (87%) S50･S30年代は推定値 

総淡水流入量 14,856,983 m3/day (100%) 16,720,530 m3/day (113%) 16,511,192 m3/day (111%) 
境界水質条件 現況値  (100%) S50年代相当値（透明度から推定、107％） S50年代相当値（透明度から推定、58％） 透明度は年平均値 

干潟・浅場面積 7,281 ha（100%） 8,127 ha (112%) 12,429 ha(171%) 既往資料／二枚貝・付着藻類

藻場面積 510ha（100%） 920ha（180%） 9,000ha（1,765%） 既往資料 

アサリ現存量 95.8 gWW/m2 ［6,975 ton (100%)］  
良い干潟・悪い干潟（貧酸素水塊の影響等）の平均的な値という整理 

95.8 gWW/m2 ［ 7,786 ton(112%)］  
300.0 gWW/m2 ［24,381 ton(350%)］ 

300.0 gWW/m2 ［37,287ton(535%)］ 
貧酸素水塊の影響は受けていないという整理 

一色干潟 557gWW/m2 、豊川河口干潟 
150g WW/m2 （中部地方整備局(2005) 

(参考)夏季アサリ漁獲量／漁

獲量から推定した現存量 
4,882ton ／ 6,975ton (100%) 

＊漁獲効率0.7 
9,458ton ／ 47,290ton (678%) 
      ＊漁獲効率0.2 

9,709ton ／ 48,545ton (696%) 
      ＊漁獲効率0.2 

水流噴射式けた網漁法が許可さ

れたのはS61年（佐々 木,1998） 

アサリ浄化（濃度依存） ろ水速度：22.7L/gN/h ／ ろ過時間：24時間 
（ろ水速度：0.10L/gWW//h、gNの殻付湿度重量への換算係数0.0045gN/gWW)  同 左 同 左 ろ水速度：青山・鈴木(1997)

のチェンバー実験結果 
干潟・浅場の溶出 89.1 mgN/m2/day  6.49 tonN/day 11.4 mgP/m2/day   0.83 tonP/day 108.1 mgN/m2/day  8.79 tonN/day 15.0 mgP/m2/day   1.22 tonP/day 108.1 mgN/m2/day  13.44 tonN/day 15.0 mgP/m2/day   1.86 tonP/day 原単位は畑ら(2007)の数値計算結

果（一色干潟） 
現況：1994年6月 
（アサリ現存量1,333gWW/m2） 
S50・S30年代：1984年7月 
（アサリ現存量682gWW/m2） 

付着藻類浄化（干潟・浅場） 13.3mgN/m2/day  
(0.96 tonN/day) 

0.98 tonN/day 

1.80 mgP/m2/day 
(0.13 tonP/day) 

0.13 tonP/day 

2.2 mgN/m2/day 
(0.18 tonN/day) 

0.94 tonN/day 

0.30 mgP/m2/day 
(0.02 tonP/day) 

0.05 tonP/day

2.2 mgN/m2/day 
(0.27t onN/day) 

7.70 tonN/day 

0.30 mgP/m2/day 
(0.04 tonP/day) 

0.31 tonP/day 
藻場浄化（藻場） 4.0 mgN/m2/day 

(0.02 tonN/day) 
0.10 mgP/m2/day 
(0.00 tonP/day) 

82.9 mgN/m2/day 
(0.76 tonN/day) 

3.00 mgP/m2/day 
(0.03 tonP/day) 

82.9 mgN/m2/day 
(7.43 tonN/day) 

3.00 mgP/m2/day 
(0.27 tonP/day) 

沖合底質からの溶出 6.27～23.0 
mgN/m2/day 5.65 ton/day 0.66～8.07 

mgP/m2/day  6.27～23.0 
mgN/m2/day 5.63 ton/day 0.66～8.07 

mgP/m2/day  3.9～16.3 
mgN/m2/day 3.12 ton/day 0.4～5.0 

mgP/m2/day  現況・S50年代：S61調査値、S31
年代は透明度からの推定値(62%) 

妥
当
性
の
評
価 

評価ポイント 再現目標 計算結果 評価 再現目標 計算結果 評価 再現目標 計算結果 評価 備 考 

濃度レベル 
 数値単位：mg/L 

公共用水域水質 
(H11-H15の平均)  

地点比較 
平均水質（参考） 

T-N 0.369 
T-P 0.035 
COD 3.758 

○ 
 
○ 
 
 
 

公共用水域水質COD 
地点比較(S50-54 平

均) 

COD地点比較 
平均水質 
T-N  111% (0.409)／107%(0.395) 
T-P  114% (0.040)／111%(0.039) 
COD  109% (4.097)／98%(3.686) 

▲ 
 
○ 
 
 
 

平均水質の対現況濃度比 
 58％ (透明度から推
定) 

T-N  61%  (0.224) 
T-P  69%  (0.024) 
COD 42%  (1.571) 

○ 透明度は年平均値 
平均水質の対現況濃

度比 107％(透明度か

ら推定) 
有機態：無機態の比（湾内
平均） O-N：I-N=0.79：0.21 O-N：I-N=0.58：0.42 ▲ － O-N：I-N=0.60：0.40／0.56：0.44  － O-N：I-N=0.42：0.58  現況の再現目標値は三河湾湾口

付近の夏季観測値（全層平均） 

湾口部 
物質収支 

エスチャリー
循環 

全水質項目とも上層流
出・下層流入 

1～2 層（10m 以浅）は流
出・3層(10以深は流入) ○ 全水質項目とも上層流

出・下層流入 
1～2層（10m以浅）は流出・3層(10
以深は流入) ○ 

全水質項目とも上層流
出・下層流入 

1～2層（10m以浅）は流出・
3層(10以深は流入) ○ 

 

全層収支 
有機態：流出 O-N,O-P,COD：流出 ○ 有機態：流出 O-N,O-P,COD：流出／流出(Nは入) ○／▲ 有機態：流出 O-N,O-P,COD：わずかに流入 ▲ 東京湾のボックスモデルによる

月別推定値では DIN,PO4-P が

NETで流出が確認（松村ら,2002）
無機態：流出でも可 I-N,I-P   ：流出 ○ 無機態：流出でも可 I-N,I-P 流出／流出    ： ○／○ 無機態：流出でも可 I-N,I-P   ：流出 ○ 
T-N,T-P：流出 T-N,T-P   ：流出 ○ T-N,T-P：流出 T-N,T-P   ：流出／流入 ○／○ T-N,T-P：流出 T-N,T-P   ：流出 ○ 

干

潟

浅

場 
物

質

収

支 

水泥境界バランス 
(藻場・付着藻類の栄
養塩の吸収含む) 

畑ら(2007)では10.4 mgN/m2/ 
dayのｼﾝｸ 
（O-Nはｼﾝｸ･I-Nはｿー ｽ） 

T-N 0.48 tonN/day（ソース） 
6.7 mgN/m2/day 

（O-Nはシンク・I-Nはソー
ス） 

○ 同 左 
T-N 1.12 (ｿー ｽ)   －4.03 tonN/day 

13.8 (ｼﾝｸ)  －49. 6  mgN/m2/day 
（O-Nはシンク・I-Nはソース） 

中間
程度 同 左 

 T-N –2.02 t onN/day（シンク）

－16.2 mgN/m2/day 
（O-Nはシンク・I-Nはソース）

△ 
浮遊系からの消失＝－沈降（Phy＋ﾃ゙ ﾄ

ﾘﾀｽ）－浄化（付着藻類・藻場・アサ

リ）＋溶出（底質・ｱｻﾘ尿） 

アサリのPON浄化量 

比較値：鈴木ら(2000) 
49mgN/m2 

(ろ過食性者； 
平均約350gWW/m2) 

40.7mgN/m2/day 
（95.8gWW/m2） ○ 同 左  50.0 mgN/m2/day (95.8g) 

131.7 mgN/m2/day (300g) 
中間
程度 － 54.8 mgN/m2/day 

（300gWW/m2） △ 
鈴木ら(2000)の値は、三河湾沿岸

域における9地区の生物現存量調

査結果から推定した値 

湾全域のO-N沈降量 
沖のO-N沈降量 － 19.00 tonN/day (100%) 

16.44 tonN/day (100%)  濃度比から現況より

若干多い？ 
22.35 / 19.99 tonN/day (118% / 105%)
18.99 / 16.66 tonN/day (116% / 101%) ○ 現況・S50年代よりかなり

少ない 
9.17 tonN/day (48%) 
7.06 tonN/day (43%) ○  

一次生産（光合成） 
沖O-沈降量／一次生産(%) 69.75 tonN/day  24% 80.03 tonN/day ／ 24% 

71.88 tonN/day ／ 24% 
25.86 tonN/day  

27% 
 

アサリPON浄化 
アサリPON浄化／一次生産(%) 2.96 tonN/day  4% 4.06 tonN/day ／ 5% 

10.70 tonN/day ／ 15% 
6.81 tonN/day  

26% 
 

物質循環の計算結果から読みと
れる各年代の体質（Nで評価） 

流入負荷が多く、内部生産も高い。干潟では内部生産に対する有
機態除去の割合が低下し、沖合への O-N 沈降量が多くなり、貧
酸素化が発生している。但し、沈降量はS50年代と比較して若干
減少傾向にある。なお、干潟は有機物の無機化ポンプとして機能
しているといえる。 

流入負荷が多く、内部生産も高い。干潟では内部生産に対する
有機態除去の割合が低下し、沖合へのO-N沈降量が多くなり、
貧酸素化が発生している。なお、干潟は有機物の無機化ポンプ
（もしくは、T-Nシンク）として機能しているといえる。 

流入負荷が少なくため、内部生産も低く水質は良好である。干潟
ではO-Nの除去も大きい。そのため、沖合へのO-N沈降量が少
ないため、貧酸素化は発生しない。また、藻場がI-N固定に大き
な役割を果たしており、T-Nシンクとなっている。 

 

注）ろ水速度（ろ過速度）、干潟・浅場の溶出量、水泥境界バランス、参考文献名を次頁に示す。 

 資2-4



 

ろ過速度の既往知見 

チャンバー実験

千葉・大島
（1957)

秋山
（1988)

青山・鈴
木（1997)

細川ら
（1996)

青山・鈴木
（1997)

中村ら（2004)
の式

ろ過速度（L/gN/hour） 15.9-35.3 33.8 33.5 16.1-36.3 22.7 31.3 41.4 79.9

　（平均値） 26.5 26.2 *st.1

水温（℃） 22.0 25.0 24.1 20.0 23.8 20.0 25.0 25.0

殻長(mm) 26-41 25-30 20-30 30 20-30 30 30 30

殻付き湿重量(gWW) 7.7 4.2 3.2 5.5 3.2 5.5 5.5 5.5

参考文献 ① ① ① ② ① ④

注１）殻付き質重量は、殻長から、小沼ら(2002)の貝長と殻付き湿重量の関係により推定
注２）窒素含有量(gN)は、殻付き質重量から、鈴木ら（2000)のアサリ換算係数（0.0045gN/殻付き湿重量）により推定

③中村充(1993)：生態系を活用した海底質の改良技術,ヘドロ,No.58(9),17-24

鈴木輝明・青山裕晃・中尾徹・今尾和正（2000）：マクロベントスによる水質浄化機能を指標とした底質基準試案 －三河湾浅海部におけ
る事例研究－，水産海洋研究64(2)，85-93．

小沼晋・五藤勇樹・中村由行(2002)：成長モデルを用いた東京湾磐洲干潟での二枚貝による懸濁物除去量の推定，海岸工学論文集，第
49巻

①青山裕晃・鈴木輝明（1997)：干潟上におけるマクロベントス群集による有機懸濁物除去速度の現場測定，水産海洋研究,第61巻,第3
号,265-274

中村(1993）
の式

②細川恭史・木部英治・三好英一・桑江朝比呂・古川恵太（1996)：盤洲干潟（小櫃川河口付近）におけるアサリによるろ水能力分布調査,
港湾技術研究所資料,No.844

④中村由行・野村宗広・神尾光一郎(2004)：磐洲干潟周辺海域における底生生物系と浮遊系のカップリングに関する研究，港湾空港技
術研究所報告，第43巻，第2号

③

実験式等からの推定室内実験
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「干潟・浅場の溶出量」の考察 

■ 設定した現況の干潟・浅場の溶出速度 89.1mgN/m2/日は、畑ら(2007)の一色干潟での二枚貝の現存量が多

い場(1,333gWW/m2)における生態系モデルによる計算結果の値である。なお、現在、三河湾での干潟域

の平均的溶出速度の値は、この値以外はない。 

■ 豊川河口前面及び干潟におけるコアサンプルの溶出試験結果（本研究：平成 18 年 10 月、平成 19 年 6

月）では、35,115,220mgN/m2/日という溶出速度（現場DO濃度）が得られており、空間的にも時間的に

も変動が大きいが、今回の設定値は測定値の範囲にある。 

■ 現況の溶出速度と畑ら (2007)の計算結果と比較すると、畑ら (2007)の計算では溶出速度

（ 89.1mg/m2/day ）：アサリの尿（ 31.1 mg/m2/day ）＝ 1:0.35 であり、本計算は溶出速度

（89.1mg/m2/day,6.49ton/day）：アサリ尿（0.50ton/day）＝1:0.08 であり、相対的な関係がかなり違う。

現況計算では、アサリの PON除去量が妥当とするとアサリ尿も妥当になり、溶出速度が過大であると考

えられる。しかし、水泥境界バランスのセンスはおかしくしていないと考えられる。 

 

「水泥境界バランス」の考察 

■ 水泥境界のバランス（収支）」は、現況はわずかにソース、S30 年代はシンクであり、S50 年代は感度分

析の結果、その中間と考えられる。 

■ S30 年代は透明度が高くその結果、付着藻類の現存量が多く、付着藻類の吸収量がもっと大きかったは

ずであると考えられる。 

■ S30年代のアサリ浄化量（54.8mgN/m2/day）は、現況（40.7mgN/m2/day）とほぼ同じとなっており、S30

年代はアサリ現存量が多いが、水中の PON濃度が低いか

らそうなっているということもあるが、餌不足であると

も考えられる。昔は、アサリは付着藻類が巻き上げられ

たものも餌として食べていたはずであり、もっと PON

除去量は多く、尿排出も多かったはずである。 
 

沈
降

Phy+ON(デトリタス)

浄
化

ＩＮ

浄
化

付着藻類・
藻場

尿

糞・擬糞

溶
出

水泥境界バランス
（シンク→、ソース

■ S30年代の水泥境界バランスは付着藻類の吸収量が多（シ

ンク多）、アサリ尿排出が多（ソース多）の方向で動くこ

とになるが、付着藻類が一次生産者であることを考慮する

を考えると、収支はシンクの方向となるであろう。 
）

干潟・浅場

図 2.1 水泥境界バランスの概念図   

参考文献 

青山裕晃・鈴木輝明（1997）：干潟上におけるマクロベントス群集による有機懸濁物除去速度の現場測定，水産海

洋研究,第 61巻,第 3号,pp.265-274. 

佐々木克之(1998)：内湾および干潟における物質循環と生物生産,海洋と生物,118,vol.20,no.5,pp.404-408. 

鈴木輝明・青山裕晃・中尾徹・今尾和正(2000)：マクロベントスによる水産機能を指標として底質基準試案―三河

湾浅海部における事例研究―,水産海洋研究,64(2),pp.85-93. 

松村剛・石丸隆・柳哲雄(2002)：東京湾における窒素とリンの収支,海の研究,11(6),pp.613-630. 

国土交通省中部地方整備局(2005)：平成 16年度 三河湾覆砂等総合検討調査報告書 

畑恭子・青山裕晃・鈴木輝明(2007)：メソコスムによる干潟生態系モデルの検証と三河湾一式干潟域の物質循環解

析,水産工学,Vol.44,No.1,pp.53-58. 

→
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エリア区分 

 

図 2.2 物質収支の算定範囲（湾全域、渥美湾、湾奥部のエリア区分） 

 

干潟・浅場造成エリア 

 

 

図 2.3 干潟・浅場造成エリア 

エリア区分の考え方 

1) 三河湾全体は地形的特徴と環境基準指定状

況(図 2.4)から知多湾、渥美湾に分けること

ができる。 

2) 渥美湾の水質(表 2.3)は、貧酸素水塊の発生

が湾中央と湾奥で異なる場合があって、渥

美湾を細分化することが望ましい。 

3) 渥美湾の湾奥部は浅海域主体の海域とし、

その沖側境界は概ね水深-10mとした。これ

は図 2.5に示すとおり、生物生産層の影響

範囲（生物生産層厚が全水深の 1/2 以上と

なる海域）として設定したものである。ま

た、湾奥部における干潟・浅場造成の局所

的な効果を把握する範囲としての意味もあ

る。 

図 2.4 三河湾の環境基準指定状況 

 

注）透明度の低下は水中光を減衰し、光に依存する藻類、植物プランクトンの生産層を薄くしている。生産層は水域で異なり、夏季において

知多湾で２～４ｍ、湾央部で４～５ｍ、渥美湾で２～３ｍ、三河湾全域の年平均５ｍ以内に過ぎないことが知られている。（日本全国沿岸海洋

誌、日本海洋学会沿岸海洋研究部会編） 

図 2.5 生物生産層の層厚と海底断面イメージ 

 

生物生産層（透明度に比例、三河湾全域の年平均で層厚 5m）

0m(MSL)

-5m 
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-15m 

水深が浅く生物生産により 

水質改善効果が見込める海域 

水深が深く生物生産が 

困難な海域 

海底面 
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表 2.3 三河湾にける地形・流動・水質等の特性 

 三河湾の特性 参考図 

地形 三河湾は矢作川が流入する知多湾と豊川が流入する渥美湾に分かれ、湾奥から湾口に向かって徐々に水深が深く

なっている。 

知多湾東部では矢作古川河口（江戸時代慶長 10 年(1605)に河道の付け替えが行われる前の河口）を中心にして

三角州が発達し、佐久島に向かって-5m の等深浅が伸びている。 

湾口部には幾つかの島や暗礁が存在し、複雑な海底地形を呈し、知多半島南端の師
もろ

崎
ざき

水道では-40mに達する。 

三河湾の地形は上記の特性を有していることから、地形上の観点から①知多湾、②渥美湾、③三角州、④湾口部

の４領域に区分することができる。 

 

 三河湾の海底地形 

流動 三河湾の流動は、上記の湾地形と矢作川や豊川からの淡水供給によって特徴付けられている。 

渥美湾の平均流（夏季）は上層で西向きの流出、下層で東向きの流入となり、東西方向の鉛直循環が形成される。

知多湾での平均流も基本的には上層で流出、下層で流入となっていて、河川流に起因するエスチャリー循環の発生

が確認できる。なお、これらのエスチャリー循環に代表される渥美湾と知多湾の流動は、その間にある三角州では

分断され、弱まっている。 

一方、湾口部に着目すると、下層は流入、上層は流出が基本であるが、上層中央付近には流入も見られる。 

三河湾の流動は上記の特性を有していることから、地形と同様に、①知多湾、②渥美湾、③三角州、④湾口部の

４領域に区分することができる。 

      
夏季上層（計算第１層）の平均流分布 夏季下層（計算第３層）の平均流分布 

水質 三河湾の水質（ｸﾛﾛﾌｨﾙ a）は湾口部で薄く、渥美湾、知多湾ともに湾奥に行くに従い濃くなる。渥美湾と知多湾

の間にある三角州付近の水質は概ね空間的に均一で、二つの湾の水質の境界と考えることができる。 

三河湾の貧酸素水塊（愛知県水産試験場では容存酸素飽和度 30%以下を貧酸素としている）は渥美湾、知多湾と

もに湾奥部を中心として発生することが多いが、渥美湾では湾全体に広がる場合もある。 

一方、湾口部や三角州付近では貧酸素の傾向が弱まることが多い。 

三河湾の水質は上記の特性を有していることから、①知多湾、②渥美湾、③湾口部の３領域を基本とする。ただ

し、比較的海域が広く、その中で水質が徐々に変化する渥美湾は、湾奥部については別途評価することが妥当であ

る。 

   
水質濃度分布（現況、夏季、第１層、ｸﾛﾛﾌｨﾙ a）  底層の貧酸素水塊の分布 2006 年 

底質 三河湾の底質は湾口部と三角州一帯には砂（主として細砂）が広く分布している。渥美湾、知多湾とも湾の中央

から奥部の底質はシルトや粘土となっている。 

三河湾の底質 COD の分布は、底質の空間分布と類似している。つまり、砂が主体の湾口部と三角州一帯では

COD が低く、渥美湾、知多湾とも湾の中央から奥部の海底では COD の高い底質が分布している。 

 

  
伊勢湾・三河湾の底質分布   三河湾の底質 COD 平均分布 (表層泥 0～5cm) 
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表 2.4 過去の物質循環量の整理結果（三河湾） 

Ｓ３０
Ｓ４０相当
感度分析

Ｓ５０(300g) Ｓ５０(96g) 現況 単位

干潟・浅場面積 12,339 12,339 8,037 8,037 7,191 ha

流入負荷 19.25 37.05 37.08 37.08 28.18 ton/day
74% 68% 52% 46% 40%

沖合溶出 3.22 3.24 5.73 5.73 5.73 ton/day
12% 6% 8% 7% 8%

内部生産 25.86 54.74 71.88 80.03 69.75 ton/day
100% 100% 100% 100% 100%

アサリ浄化 1.72 3.75 2.90 1.13 0.85 ton/day
5.09 8.03 7.80 2.93 2.11 〃

6.81 11.78 10.70 4.06 2.96 〃
55.2 95.5 133.1 50.5 41.2

-17.0 -0.3 -53.4 10.6 2.9

mgN/m2/day
26% 22% 15% 5% 4%

沖沈降(-5m以深） 7.08 11.32 16.83 18.82 16.24 ton/day
27% 21% 23% 24% 23%

　(S30差） ton/day

干潟・浅場溶出 108.1 108.1 108.1 108.1 89.1 mgN/m2/day
13.34 13.34 8.69 8.69 6.41 ton/day

溶出 16.56 16.58 14.42 14.42 12.14 〃
沖合溶出 3.22 3.24 5.73 5.73 5.73 〃

沈降 2.29 4.62 5.48 6.27 5.38 ton/day
6.88 9.26 14.51 16.08 13.62 〃
9.17 13.88 19.99 22.35 19.00 〃

沖沈降 7.08 11.32 16.83 18.82 16.24 〃
干潟浅場沈降 2.09 2.56 3.16 3.53 2.76 〃

シンク 沈降 -2.09 -2.56 -3.16 -3.53 -2.76 ton/day
アサリ浄化 -6.81 -11.78 -10.7 -4.06 -2.96 〃
付着藻類 -0.27 -0.27 -0.18 -0.18 -0.96 〃
藻場 -7.43 -0.76 -0.76 -0.76 -0.02 〃

ソース アサリ尿 1.16 2.00 1.82 0.69 0.50 〃
干潟・浅場溶出 13.34 13.34 8.69 8.69 6.41 〃

収支 -2.10 -0.03 -4.29 0.85 0.21 ton/day
mgN/m2/day

4.24 9.75 11.74
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図 2.6 現況と S50 年代の COD 比較（公共用水域測定データ） 

 

 

表 2.5 過去の物質循環量の整理結果（渥美湾） 

Ｓ３０
Ｓ４０相当
感度分析

Ｓ５０(300g) Ｓ５０(96g) 現況 単位

干潟・浅場面積 6,759 6,759 4,113 4,113 3,465 ha

流入負荷 8.24 12.24 12.27 12.27 9.83 ton/day
49% 38% 25% 23% 21%

沖合溶出 2.06 2.07 3.63 3.63 3.64 ton/day
12% 6% 7% 7% 8%

内部生産 16.76 32.41 48.76 53.03 45.79 ton/day
100% 100% 100% 100% 100%

アサリ浄化 0.98 1.91 1.81 0.69 0.48 ton/day
2.24 3.21 3.55 1.37 1.01 〃

3.22 5.12 5.36 2.06 1.49 〃
47.6 75.8 130.3 50.1 43.0 mgN/m2/day

19% 16% 11% 4% 3%

沖沈降(-5m以深） 3.99 5.9 10.12 11.38 10.04 ton/day
24% 18% 21% 21% 22%

(S30差） 1.91 6.13 7.39 ton/day

干潟・浅場溶出 108.1 108.1 108.1 108.1 89.1 mgN/m2/day
7.31 7.31 4.45 4.45 3.09 ton/day

溶出 9.37 9.38 8.08 8.08 6.73 〃
沖合溶出 2.06 2.07 3.63 3.63 3.64 〃

沈降 1.40 2.66 3.61 4.07 3.46 ton/day
3.66 4.83 8.11 9.12 7.93 〃
5.06 7.49 11.72 13.19 11.39 〃

沖沈降 3.99 5.9 10.12 11.38 10.04 〃
干潟浅場沈降 1.07 1.59 1.6 1.81 1.35 〃

シンク 沈降 -1.07 -1.59 -1.6 -1.81 -1.35 ton/day
アサリ浄化 -3.22 -5.12 -5.36 -2.06 -1.49 〃
付着藻類 -0.15 -0.15 -0.09 -0.09 -0.46 〃
藻場 -4.10 -0.20 -0.20 -0.20 -0.02 〃

ソース アサリ尿 0.55 0.87 0.91 0.35 0.25 〃
干潟・浅場溶出 7.31 7.31 4.45 4.45 3.09 〃

収支 -0.68 1.12 -1.89 0.64 0.02 ton/day
mgN/m2/day-10.1 16.5 -46.0 15.5 0.5

 

 

 

 

 

 

 現況：H11～H15 年度平均 

S50 年代：S50～S54 年度平均 
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図 2.7 O-N 沈降量（年代および施策の比較） 

表 2.6 各計算ケースにおける O-N 沈降量(t/day) 

計算ケース 三河湾全体 渥美湾 湾奥部 

過去計算 

S30 9.16 5.06 1.20 

S40(想定)-1 14.64 7.49 2.00 

S50-1 19.99 11.72 3.08 

S50-2 22.35 13.19 3.65 

再現計算 H15 19.00 11.39 2.88 

浅場造成 
+500ha 18.47 10.91 2.62 

+1000ha 18.04 10.53 2.42 

負荷削減 

10%削減 18.43 11.09 2.80 

20%削減 17.83 10.76 2.70 

40%削減 16.48 9.93 2.43 

負荷削減 

＋ 

浅場造成 

+500ha、10%削減 17.90 10.62 2.54 

+500ha、20%削減 17.31 10.29 2.44 

+1000ha、10%削減 17.47 10.23 2.34 

+1000ha、20%削減 16.88 9.90 2.25 
注)S50-2 は二枚貝の現存量を現況と同じ(95.8gWW/m2)にしたケース 
 

 

表 2.7 施策検討ケースにおける O-N 沈降量の比較 

計算ケース 
三河湾全体 渥美湾 湾奥部 

O-N 沈降量

(t/day) 

現況との 

変化率(%) 

O-N 沈降量

(t/day) 

現況との 

変化率(%) 

O-N 沈降量

(t/day) 

現況との 

変化率(%) 

現況 19.00 － 11.39 － 2.88 － 

負荷削減 

負荷 10%削減 18.43 97.0% 11.09 97.4% 2.80 97.0% 

負荷 20%削減 17.83 93.9% 10.76 94.4% 2.70 93.7% 

負荷 40%削減 16.48 86.8% 9.93 87.2% 2.43 84.3% 

浅場造成 
浅場造成(500ha) 18.47 97.2% 10.91 95.8% 2.62 90.9% 

浅場造成(1000ha) 18.04 94.9% 10.53 92.4% 2.42 84.1% 

負荷削減 

＋ 

浅場造成 

浅場造成(500ha), 

負荷 10%削減 
17.90 94.2% 10.62 93.2% 2.54 88.1% 

浅場造成(500ha), 

負荷 20%削減 
17.31 91.1% 10.29 90.3% 2.44 84.8% 

浅場造成(1000ha),

負荷 10%削減 
17.47 92.0% 10.23 89.8% 2.34 81.3% 

浅場造成(1000ha),

負荷 20%削減 
16.88 88.8% 9.90 86.9% 2.25 78.0% 
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図 2.8 ５ｍ以深の O-N 沈降量（年代および施策の比較） 

表 2.8 各計算ケースにおける 5m 以深の O-N 沈降量(t/day)と各エリア別面積 

計算ケース 三河湾 渥美湾 湾奥部 
 計算 

ケース 
エリア 

面 積

(ha) 

干潟浅

場(ha) 

5m以深

(ha) 

5m以深

の比率

H15、 

負荷削減 

三河湾 49635 7191 42444 0.855

過去計算 

S30 7.08 3.99 0.75 渥美湾 29070 3465 25605 0.881

S40-1 11.32 5.90 1.25 湾奥部 5976 1548 4428 0.741

S50-1 16.83 10.12 2.11 

S50 

三河湾 51003 8037 42966 0.842

S50-2 18.82 11.38 2.50 渥美湾 29925 4113 25812 0.863

再現計算 H15 16.24 10.04 2.14 湾奥部 6687 2106 4581 0.685

浅場造成 
+500ha 15.60 9.42 1.72 

S30 

S40 

三河湾 54288 12339 41949 0.773

+1000ha 15.06 8.91 1.39 渥美湾 31896 6759 25137 0.788

負荷削減 

10%削減 15.76 9.77 2.07 湾奥部 7047 2637 4410 0.626

20%削減 15.25 9.48 2.00 
浅場 

造成

+500ha 

三河湾 49635 7695 41940 0.845

40%削減 14.09 8.75 1.80 渥美湾 29070 3969 25101 0.863

負荷削減 

＋ 

浅場造成 

+500ha 

10%削減
15.13 9.16 1.67 湾奥部 5976 2052 3924 0.657

+500ha 

20%削減
14.63 8.88 1.53 

浅場 

造成

+1000ha 

三河湾 49635 8190 41445 0.835

+1000ha

10%削減
14.59 8.66 1.34 渥美湾 29070 4464 24606 0.846

+1000ha

20%削減
14.09 8.37 1.29 湾奥部 5976 2547 3429 0.574

計算ケース 
三河湾全体 渥美湾 湾奥部 

O-N 沈降量

(t/day) 

現況との 

変化率(%) 

O-N 沈降量

(t/day) 

現況との 

変化率(%) 

O-N 沈降量

(t/day) 

現況との 

変化率(%) 

現況 16.24 － 10.04 － 2.14 － 

負荷削減 

負荷 10%削減 15.76 97.0% 9.77 97.4% 2.07 97.0% 

負荷 20%削減 15.25 93.9% 9.48 94.4% 2.00 93.7% 

負荷 40%削減 14.09 86.8% 8.75 87.2% 1.80 84.3% 

浅場造成 
浅場造成(500ha) 15.60 96.1% 9.42 93.9% 1.72 80.6% 

浅場造成(1000ha) 15.06 92.7% 8.91 88.7% 1.39 65.1% 

負荷削減 

＋ 

浅場造成 

浅場造成(500ha), 

負荷 10%削減 
15.13 93.1% 9.16 91.3% 1.67 78.1% 

浅場造成(500ha), 

負荷 20%削減 
14.63 90.0% 8.88 88.5% 1.53 71.6% 

浅場造成(1000ha),

負荷 10%削減 
14.59 89.8% 8.66 86.3% 1.34 62.9% 

浅場造成(1000ha),

負荷 20%削減 
14.09 86.8% 8.37 83.4% 1.29 60.4% 

表 2.9 施策検討ケースにおける 5m 以深の O-N 沈降量の比較 

注)S50-2 は二枚貝の現存量を現況と同じ(95.8gWW/m2)にしたケース 

 

 

 



 

【現況（夏季）】アサリの現存量 95.8gWW/m2 
湾外との収支 流入負荷
I-N -19.03 光合成 69.75 I-N 24.90
O-N 5.33 Phy I-N O-N 3.28
Phy -6.32 230.63 871.62 Phy 0.00
Zoo 0.39 呼吸 28.26 T-N負荷 28.18

-19.63 捕食 溶出 12.14
（負が流出） 0.70 沈降 -19.00

排泄 0.50 溶出 12.64
Zoo (二枚貝) 浄化 -3.94

8.29 排泄 浮遊系からの消失 -10.29
0.39 浄化 負荷+浮遊系からの消失 17.89

死亡 2.33 付着藻類 0.96 有機物生産 30.58
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 962.33 分解

28.26 23.57

沈降 沈降 浄化 浄化
5.38 13.62 0.85 2.11

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 2072.86 871.62 1201.24

I-N/T-N 0.42
O-N/T-N 0.58

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 
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図 2.9 現況の物質循環の把握（現況、夏季） 
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図 2.10(1) 水質濃度比較（現況、夏季） 
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図 2.10(2) 水質濃度比較（現況、夏季） 

【S30（夏季）】アサリの現存量 300gWW/m2 

 

 

 



 

 
湾外との収支 流入負荷
I-N -20.21 光合成 25.86 I-N 14.65
O-N 7.54 Phy I-N O-N 4.60
Phy -1.21 83.36 727.64 Phy 0.00
Zoo 0.38 呼吸 10.25 T-N負荷 19.25

-13.50 捕食 溶出 16.56
（負が流出） 0.11 沈降 -9.16

排泄 1.16 溶出 17.71
Zoo (二枚貝) 浄化 -14.50

2.62 排泄 浮遊系からの消失 -5.95
0.12 浄化 負荷+浮遊系からの消失 13.30

死亡 0.63 付着藻類 0.27 有機物生産 10.87
藻場 7.43

O-N ノリ 0.00
枯死 448.48 分解

10.25 11.02

沈降 沈降 浄化 浄化
2.29 6.88 1.72 5.09

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1262.10 727.64 534.45

I-N/T-N 0.58
O-N/T-N 0.42

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 
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図 2.11(1) 過去の物質循環の把握 Ｓ３０（夏季） 
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【S40(想定)-1(夏季）】アサリの現存量 300gWW/m2(S30)、干潟・浅場(S30),負荷(S50)、藻場(S50) 
湾外との収支 流入負荷
I-N -25.40 光合成 54.74 I-N 27.52
O-N 0.89 Phy I-N O-N 9.53
Phy -5.31 165.97 861.21 Phy 0.00
Zoo 0.32 呼吸 20.40 T-N負荷 37.05

-29.51 捕食 溶出 16.58
（負が流出） 0.24 沈降 -13.88

排泄 2.00 溶出 18.59
Zoo (二枚貝) 浄化 -12.82

3.63 排泄 浮遊系からの消失 -8.12
0.17 浄化 負荷+浮遊系からの消失 28.93

死亡 0.96 付着藻類 0.27 有機物生産 21.36
藻場 0.76

O-N ノリ 0.00
枯死 588.67 分解

20.40 14.47

沈降 沈降 浄化 浄化
4.62 9.26 3.75 8.03

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1619.49 861.21 758.27

I-N/T-N 0.53
O-N/T-N 0.47

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 
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図 2.11(2) 過去の物質循環の把握 Ｓ４０(想定)－１（夏季） 
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【S40(想定)-2（夏季）】豊川流量：現況の 120% 
湾外との収支 流入負荷
I-N -19.40 光合成 68.22 I-N 24.90
O-N 5.65 Phy I-N O-N 3.28
Phy -6.53 224.52 875.60 Phy 0.00
Zoo 0.40 呼吸 27.49 T-N負荷 28.18

-19.88 捕食 溶出 12.13
（負が流出） 0.66 沈降 -18.65

排泄 0.49 溶出 12.62
Zoo (二枚貝) 浄化 -3.87

7.92 排泄 浮遊系からの消失 -9.90
0.37 浄化 負荷+浮遊系からの消失 18.28

死亡 2.21 付着藻類 0.96 有機物生産 29.71
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 948.38 分解

27.49 23.22

沈降 沈降 浄化 浄化
5.23 13.42 0.82 2.07

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 2056.42 875.60 1180.82

I-N/T-N 0.43
O-N/T-N 0.57

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 
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図 2.11(3)  過去の物質循環の把握 Ｓ４０(想定)－２（夏季） 
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【S50-1（夏季）】アサリの現存量 300gWW/m2 
湾外との収支 流入負荷
I-N -24.60 光合成 71.88 I-N 27.54
O-N 6.69 Phy I-N O-N 9.54
Phy -6.13 230.89 989.85 Phy 0.00
Zoo 0.43 呼吸 28.31 T-N負荷 37.08

-23.61 捕食 溶出 14.42
（負が流出） 0.76 沈降 -19.99

排泄 1.82 溶出 16.24
Zoo (二枚貝) 浄化 -11.64

9.05 排泄 浮遊系からの消失 -15.39
0.42 浄化 負荷+浮遊系からの消失 21.69

死亡 2.54 付着藻類 0.18 有機物生産 30.85
藻場 0.76

O-N ノリ 0.00
枯死 1013.91 分解

28.31 24.85

沈降 沈降 浄化 浄化
5.48 14.51 2.90 7.80

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 2243.70 989.85 1253.86

I-N/T-N 0.44
O-N/T-N 0.56

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 
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注1) COD は S50～S54 の 5 ヵ年について整理し

た。 

注2) COD の K-8,A-14 は観測されていない。 

注3) COD の K-7、A-11 は S53,54 の 2 ヵ年 
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図 2.11(4) 過去の物質循環の把握 Ｓ５０－１（夏季） 
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 資2-17

【S50-2（夏季）】アサリの現存量 95.8gWW/m2 
湾外との収支 流入負荷
I-N -21.68 光合成 80.03 I-N 27.54
O-N 1.66 Phy I-N O-N 9.54
Phy -7.71 260.73 935.25 Phy 0.00
Zoo 0.35 呼吸 31.96 T-N負荷 37.08

-27.38 捕食 溶出 14.42
（負が流出） 1.00 沈降 -22.35

排泄 0.69 溶出 15.11
Zoo (二枚貝) 浄化 -5.00

10.99 排泄 浮遊系からの消失 -12.24
0.51 浄化 負荷+浮遊系からの消失 24.84

死亡 3.15 付着藻類 0.18 有機物生産 35.11
藻場 0.76

O-N ノリ 0.00
枯死 1119.23 分解

31.96 27.43

沈降 沈降 浄化 浄化
6.27 16.08 1.13 2.93

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 2326.20 935.25 1390.95

I-N/T-N 0.40
O-N/T-N 0.60

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 
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湾口部の物質フラックス 
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注1) COD は S50～S54 の 5 ヵ年について整理し

た。 

注2) COD の K-8,A-14 は観測されていない。 

注3) COD の K-7、A-11 は S53,54 の 2 ヵ年 
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図 2.11(5) 過去の物質循環の把握 Ｓ５０－２（夏季） 
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【負荷１０％削減】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -18.33 光合成 66.01 I-N 22.41
O-N 6.29 Phy I-N O-N 2.95
Phy -5.68 219.43 840.67 Phy 0.00
Zoo 0.41 呼吸 26.89 T-N負荷 25.36

-17.31 捕食 溶出 12.14
（負が流出） 0.63 沈降 -18.43

排泄 0.48 溶出 12.62
Zoo (二枚貝) 浄化 -3.83

7.74 排泄 浮遊系からの消失 -9.63
0.36 浄化 負荷+浮遊系からの消失 15.73

死亡 2.15 付着藻類 0.96 有機物生産 29.04
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 940.18 分解

26.89 23.03

沈降 沈降 浄化 浄化
5.12 13.31 0.80 2.05

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 2008.02 840.67 1167.35

I-N/T-N 0.42
O-N/T-N 0.58

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 
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図 2.12(1) 施策による物質循環の変化の把握（負荷１０％削減） 
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【負荷２０％削減】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -17.67 光合成 62.11 I-N 19.92
O-N 7.27 Phy I-N O-N 2.62
Phy -5.06 207.64 812.82 Phy 0.00
Zoo 0.43 呼吸 25.45 T-N負荷 22.54

-15.02 捕食 溶出 12.14
（負が流出） 0.57 沈降 -17.83

排泄 0.46 溶出 12.60
Zoo (二枚貝) 浄化 -3.71

7.22 排泄 浮遊系からの消失 -8.94
0.34 浄化 負荷+浮遊系からの消失 13.60

死亡 1.99 付着藻類 0.96 有機物生産 27.43
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 916.84 分解

25.45 22.46

沈降 沈降 浄化 浄化
4.85 12.98 0.75 1.98

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1944.52 812.82 1131.70

I-N/T-N 0.42
O-N/T-N 0.58

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 
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図 2.12(2) 施策による物質循環の変化の把握（負荷２０％削減） 
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【負荷４０％削減】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -16.61 光合成 53.60 I-N 14.94
O-N 9.32 Phy I-N O-N 1.97
Phy -3.84 181.22 772.48 Phy 0.00
Zoo 0.47 呼吸 22.21 T-N負荷 16.91

-10.66 捕食 溶出 12.14
（負が流出） 0.45 沈降 -16.48

排泄 0.42 溶出 12.56
Zoo (二枚貝) 浄化 -3.46

6.27 排泄 浮遊系からの消失 -7.38
0.29 浄化 負荷+浮遊系からの消失 9.52

死亡 1.69 付着藻類 0.96 有機物生産 23.90
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 864.52 分解

22.21 21.18

沈降 沈降 浄化 浄化
4.24 12.24 0.65 1.83

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1824.49 772.48 1052.01

I-N/T-N 0.42
O-N/T-N 0.58

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 
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図 2.12(3) 施策による物質循環の変化の把握（負荷４０％削減） 
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【干潟・浅場 500ha 造成】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -19.31 光合成 68.73 I-N 24.90
O-N 5.85 Phy I-N O-N 3.28
Phy -6.27 225.55 886.23 Phy 0.00
Zoo 0.39 呼吸 27.64 T-N負荷 28.18

-19.33 捕食 溶出 12.50
（負が流出） 0.66 沈降 -18.47

排泄 0.71 溶出 13.21
Zoo (二枚貝) 浄化 -5.22

7.96 排泄 浮遊系からの消失 -10.48
0.37 浄化 負荷+浮遊系からの消失 17.70

死亡 2.23 付着藻類 1.02 有機物生産 29.86
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 937.67 分解

27.64 22.97

沈降 沈降 浄化 浄化
5.23 13.24 1.31 2.87

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 2057.41 886.23 1171.18

I-N/T-N 0.43
O-N/T-N 0.57

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 
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図 2.12(4) 施策による物質循環の変化の把握（干潟・浅場 500ha造成） 
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【干潟・浅場 500ha 造成、負荷 10%削減】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -18.64 光合成 64.93 I-N 22.41
O-N 6.80 Phy I-N O-N 2.95
Phy -5.63 214.24 856.62 Phy 0.00
Zoo 0.42 呼吸 26.25 T-N負荷 25.36

-17.05 捕食 溶出 12.50
（負が流出） 0.60 沈降 -17.90

排泄 0.68 溶出 13.18
Zoo (二枚貝) 浄化 -5.07

7.46 排泄 浮遊系からの消失 -9.79
0.35 浄化 負荷+浮遊系からの消失 15.57

死亡 2.07 付着藻類 1.02 有機物生産 28.32
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 915.92 分解

26.25 22.44

沈降 沈降 浄化 浄化
4.97 12.94 1.25 2.78

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1994.25 856.62 1137.62

I-N/T-N 0.43
O-N/T-N 0.57

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 
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図 2.12(5) 施策による物質循環の変化の把握（干潟・浅場 500ha造成、負荷 10%削減） 
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【干潟・浅場 500ha 造成、負荷 20%削減】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -18.02 光合成 60.98 I-N 19.92
O-N 7.77 Phy I-N O-N 2.62
Phy -5.00 202.28 830.48 Phy 0.00
Zoo 0.44 呼吸 24.79 T-N負荷 22.54

-14.82 捕食 溶出 12.50
（負が流出） 0.54 沈降 -17.31

排泄 0.66 溶出 13.15
Zoo (二枚貝) 浄化 -4.91

6.99 排泄 浮遊系からの消失 -9.06
0.33 浄化 負荷+浮遊系からの消失 13.48

死亡 1.91 付着藻類 1.02 有機物生産 26.70
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 892.95 分解

24.79 21.87

沈降 沈降 浄化 浄化
4.70 12.61 1.18 2.68

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1932.70 830.48 1102.22

I-N/T-N 0.43
O-N/T-N 0.57

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 
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図 2.12(6) 施策による物質循環の変化の把握（干潟・浅場 500ha造成、負荷 20%削減） 
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【干潟・浅場 1000ha 造成】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -19.63 光合成 67.78 I-N 24.90
O-N 6.29 Phy I-N O-N 3.28
Phy -6.22 221.07 902.00 Phy 0.00
Zoo 0.40 呼吸 27.09 T-N負荷 28.18

-19.16 捕食 溶出 12.85
（負が流出） 0.64 沈降 -18.04

排泄 0.88 溶出 13.73
Zoo (二枚貝) 浄化 -6.26

7.71 排泄 浮遊系からの消失 -10.57
0.36 浄化 負荷+浮遊系からの消失 17.61

死亡 2.15 付着藻類 1.09 有機物生産 29.23
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 916.83 分解

27.09 22.46

沈降 沈降 浄化 浄化
5.10 12.93 1.66 3.49

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 2047.62 902.00 1145.62

I-N/T-N 0.44
O-N/T-N 0.56

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 

 

-3.0E+08 -2.0E+08 -1.0E+08 0.0E+00 1.0E+08 2.0E+08 3.0E+08

第1層

第2層

第3層

湾口部の流入・流出量(m3/day)

湾口部の物質フラックス 

 

-100 -80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100

第1層

第2層

第3層

収支

湾口部の窒素フラックス(t/day)

I-N

O-N

T-N

-10 -8 -6 -4 -2 0 2 4 6 8 10

第1層

第2層

第3層

収支

湾口部のリンフラックス(t/day)

I-P

O-P

T-P

-1000 -800 -600 -400 -200 0 200 400 600 800 1000

第1層

第2層

第3層

収支

湾口部のCODフラックス(t/day)

TCOD

流入 流出

図 2.12(7) 施策による物質循環の変化の把握(干潟・浅場 1000ha造成) 
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【干潟・浅場 1000ha 造成、負荷 10%削減】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -19.00 光合成 63.94 I-N 22.41
O-N 7.24 Phy I-N O-N 2.95
Phy -5.58 209.62 873.82 Phy 0.00
Zoo 0.42 呼吸 25.69 T-N負荷 25.36

-16.92 捕食 溶出 12.85
（負が流出） 0.58 沈降 -17.47

排泄 0.84 溶出 13.69
Zoo (二枚貝) 浄化 -6.07

7.24 排泄 浮遊系からの消失 -9.85
0.34 浄化 負荷+浮遊系からの消失 15.51

死亡 2.00 付着藻類 1.09 有機物生産 27.68
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 895.33 分解

25.69 21.93

沈降 沈降 浄化 浄化
4.84 12.63 1.58 3.38

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1986.02 873.82 1112.20

I-N/T-N 0.44
O-N/T-N 0.56

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 
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図 2.12(8) 施策による物質循環の変化の把握（干潟・浅場 1000ha造成、負荷 10%削減） 
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【干潟・浅場 1000ha 造成、負荷 20%削減】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -18.44 光合成 59.91 I-N 19.92
O-N 8.21 Phy I-N O-N 2.62
Phy -4.96 197.44 849.80 Phy 0.00
Zoo 0.44 呼吸 24.19 T-N負荷 22.54

-14.74 捕食 溶出 12.85
（負が流出） 0.52 沈降 -16.88

排泄 0.81 溶出 13.66
Zoo (二枚貝) 浄化 -5.86

6.79 排泄 浮遊系からの消失 -9.08
0.32 浄化 負荷+浮遊系からの消失 13.47

死亡 1.85 付着藻類 1.09 有機物生産 26.05
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 872.47 分解

24.19 21.37

沈降 沈降 浄化 浄化
4.56 12.31 1.50 3.25

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1926.50 849.80 1076.70

I-N/T-N 0.44
O-N/T-N 0.56

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

湾口部の流量フラックス 
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図 2.12(9) 施策による物質循環の変化の把握（干潟・浅場 1000ha造成、負荷 20%削減） 
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表 2.10 各計算ケースの平均水質濃度(mg/L) 

計算ケース Chl.a I-N O-N I-P O-P DO T-N T-P COD 

現 況 
(95.8gWW/m2) 

0.013 0.155 0.172 0.013 0.018 6.459 0.369 0.035 3.758 

S30 
(300gWW/m2) 

0.005 0.129 0.080 0.014 0.008 6.677 0.224 0.024 1.571 

S40-1 
(300gWW/m2) 

0.010 0.153 0.105 0.013 0.012 6.869 0.288 0.028 2.312 

S40-2 
(95.8gWW/m2) 

0.013 0.156 0.169 0.013 0.017 6.460 0.367 0.035 3.674 

S50-1 
(300gWW/m2) 

0.013 0.174 0.178 0.015 0.020 6.518 0.395 0.039 3.686 

S50-2 
(95.8gWW/m2) 

0.015 0.165 0.197 0.014 0.021 6.516 0.409 0.040 4.097 

10%削減 0.013 0.150 0.168 0.013 0.017 6.436 0.358 0.034 3.637 

20%削減 0.012 0.145 0.163 0.013 0.016 6.414 0.347 0.034 3.509 

40%削減 0.011 0.138 0.154 0.014 0.015 6.369 0.325 0.032 3.221 

+500ha 0.013 0.158 0.167 0.014 0.017 6.470 0.367 0.035 3.661 

+500ha 
10%削減 

0.013 0.153 0.163 0.014 0.017 6.447 0.355 0.034 3.541 

+500ha 
20%削減 

0.012 0.148 0.159 0.014 0.016 6.424 0.344 0.033 3.413 

+1000ha 0.013 0.161 0.163 0.014 0.017 6.479 0.365 0.035 3.578 

+1000ha 
10%削減 

0.012 0.156 0.160 0.014 0.016 6.455 0.354 0.034 3.457 

+1000ha 
20%削減 

0.012 0.151 0.156 0.014 0.016 6.431 0.343 0.033 3.328 

注1) 括弧内の値は各ケースにおける二枚貝の生息密度の条件を表している。なお、施策
ケースは全て現況と同じ(95.8gWW/m2)である。 

注2) O-N,O-P は非生物態 
注3) COD は非生物 COD＋動植物プランクトン態 COD 
注4) T-N,T-P は無機態＋有機態（生物・非生物）の N,P 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【現況（夏季）】アサリの現存量 95.8gWW/m2 
湾外との収支 流入負荷
I-N -1.52 光合成 45.79 I-N 9.16
O-N 2.03 Phy I-N O-N 0.66
Phy -5.09 148.16 434.48 Phy 0.00
Zoo 0.13 呼吸 18.19 T-N負荷 9.83

-4.45 捕食 溶出 6.73
（負が流出） 0.39 沈降 -11.39

排泄 0.25 溶出 6.99
Zoo (二枚貝) 浄化 -1.97

4.27 排泄 浮遊系からの消失 -6.38
0.20 浄化 負荷+浮遊系からの消失 3.45

死亡 1.23 付着藻類 0.46 有機物生産 19.42
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 540.18 分解

18.19 13.26

沈降 沈降 浄化 浄化
3.46 7.93 0.48 1.01

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1127.09 434.48 692.61

I-N/T-N 0.39
O-N/T-N 0.61

【S30（夏季）】アサリの現存量 300gWW/m2 
湾外との収支 流入負荷
I-N -8.39 光合成 16.76 I-N 7.38
O-N 4.19 Phy I-N O-N 0.87
Phy -1.64 51.41 437.80 Phy 0.00
Zoo 0.14 呼吸 6.33 T-N負荷 8.24

-5.70 捕食 溶出 9.37
（負が流出） 0.04 沈降 -5.06

排泄 0.55 溶出 9.91
Zoo (二枚貝) 浄化 -7.46

0.97 排泄 浮遊系からの消失 -2.61
0.05 浄化 負荷+浮遊系からの消失 5.63

死亡 0.24 付着藻類 0.15 有機物生産 6.57
藻場 4.10

O-N ノリ 0.00
枯死 231.52 分解

6.33 5.70

沈降 沈降 浄化 浄化
1.40 3.66 0.98 2.24

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 721.72 437.80 283.91

I-N/T-N 0.61
O-N/T-N 0.39

【S40(想定)-1（夏季）】 

アサリの現存量 300gWW/m2(S30),干潟・浅場(S30),負荷(S50),藻場(S50) 
湾外との収支 流入負荷
I-N -7.97 光合成 32.41 I-N 10.86
O-N 1.79 Phy I-N O-N 1.39
Phy -3.72 97.40 478.30 Phy 0.00
Zoo 0.12 呼吸 12.01 T-N負荷 12.24

-9.77 捕食 溶出 9.38
（負が流出） 0.10 沈降 -7.49

排泄 0.87 溶出 10.25
Zoo (二枚貝) 浄化 -5.48

1.50 排泄 浮遊系からの消失 -2.72
0.07 浄化 負荷+浮遊系からの消失 9.52

死亡 0.40 付着藻類 0.15 有機物生産 12.41
藻場 0.20

O-N ノリ 0.00
枯死 305.26 分解

12.01 7.52

沈降 沈降 浄化 浄化
2.66 4.83 1.91 3.21

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 882.46 478.30 404.16

I-N/T-N 0.54
O-N/T-N 0.46

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

図 2.13(1) 各計算ケースの渥美湾エリアの物質循環 
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【S40(想定)-2（夏季）】（豊川流量：現況の 120%） 
湾外との収支 流入負荷
I-N -2.09 光合成 44.06 I-N 9.16
O-N 2.46 Phy I-N O-N 0.66
Phy -5.23 141.54 438.88 Phy 0.00
Zoo 0.15 呼吸 17.37 T-N負荷 9.83

-4.71 捕食 溶出 6.73
（負が流出） 0.35 沈降 -11.05

排泄 0.24 溶出 6.97
Zoo (二枚貝) 浄化 -1.91

3.97 排泄 浮遊系からの消失 -5.99
0.18 浄化 負荷+浮遊系からの消失 3.84

死亡 1.13 付着藻類 0.46 有機物生産 18.50
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 528.10 分解

17.37 12.95

沈降 沈降 浄化 浄化
3.30 7.76 0.45 0.98

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1112.49 438.88 673.61

I-N/T-N 0.39
O-N/T-N 0.61

【S50-1（夏季）】アサリの現存量 300gWW/m2 
湾外との収支 流入負荷
I-N -3.06 光合成 48.76 I-N 10.88
O-N 3.59 Phy I-N O-N 1.39
Phy -5.71 151.37 493.80 Phy 0.00
Zoo 0.14 呼吸 18.60 T-N負荷 12.27

-5.04 捕食 溶出 8.08
（負が流出） 0.44 沈降 -11.72

排泄 0.91 溶出 8.99
Zoo (二枚貝) 浄化 -5.66

4.77 排泄 浮遊系からの消失 -8.39
0.22 浄化 負荷+浮遊系からの消失 3.89

死亡 1.37 付着藻類 0.09 有機物生産 19.97
藻場 0.20

O-N ノリ 0.00
枯死 543.86 分解

18.60 13.36

沈降 沈降 浄化 浄化
3.61 8.11 1.81 3.55

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1193.80 493.80 700.00

I-N/T-N 0.41
O-N/T-N 0.59

【S50-2（夏季）】アサリの現存量 95.8gWW/m2 
湾外との収支 流入負荷
I-N -2.04 光合成 53.03 I-N 10.88
O-N 1.48 Phy I-N O-N 1.39
Phy -6.27 168.49 463.41 Phy 0.00
Zoo 0.10 呼吸 20.70 T-N負荷 12.27

-6.73 捕食 溶出 8.08
（負が流出） 0.60 沈降 -13.19

排泄 0.35 溶出 8.43
Zoo (二枚貝) 浄化 -2.36

6.13 排泄 浮遊系からの消失 -7.12
0.29 浄化 負荷+浮遊系からの消失 5.15

死亡 1.80 付着藻類 0.09 有機物生産 22.50
藻場 0.20

O-N ノリ 0.00
枯死 610.54 分解

20.70 14.99

沈降 沈降 浄化 浄化
4.07 9.12 0.69 1.37

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1248.57 463.41 785.16

I-N/T-N 0.37
O-N/T-N 0.63

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

図 2.13(2) 各計算ケースの渥美湾エリアの物質循環 
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【負荷１０％削減】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -1.37 光合成 44.03 I-N 8.25
O-N 2.38 Phy I-N O-N 0.60
Phy -4.85 142.68 419.46 Phy 0.00
Zoo 0.14 呼吸 17.52 T-N負荷 8.84

-3.70 捕食 溶出 6.73
（負が流出） 0.35 沈降 -11.09

排泄 0.25 溶出 6.98
Zoo (二枚貝) 浄化 -1.93

3.91 排泄 浮遊系からの消失 -6.04
0.18 浄化 負荷+浮遊系からの消失 2.80

死亡 1.12 付着藻類 0.46 有機物生産 18.64
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 527.76 分解

17.52 12.95

沈降 沈降 浄化 浄化
3.34 7.75 0.46 0.99

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1093.82 419.46 674.36

I-N/T-N 0.38
O-N/T-N 0.62

【負荷２０％削減】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -1.32 光合成 42.04 I-N 7.33
O-N 2.77 Phy I-N O-N 0.53
Phy -4.58 136.44 407.47 Phy 0.00
Zoo 0.15 呼吸 16.75 T-N負荷 7.86

-2.99 捕食 溶出 6.73
（負が流出） 0.31 沈降 -10.76

排泄 0.24 溶出 6.97
Zoo (二枚貝) 浄化 -1.88

3.57 排泄 浮遊系からの消失 -5.67
0.17 浄化 負荷+浮遊系からの消失 2.19

死亡 1.01 付着藻類 0.46 有機物生産 17.76
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 514.14 分解

16.75 12.62

沈降 沈降 浄化 浄化
3.20 7.56 0.44 0.96

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1061.63 407.47 654.16

I-N/T-N 0.38
O-N/T-N 0.62

【負荷４０％削減】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -1.70 光合成 37.04 I-N 5.50
O-N 3.74 Phy I-N O-N 0.40
Phy -3.97 120.58 397.74 Phy 0.00
Zoo 0.17 呼吸 14.81 T-N負荷 5.90

-1.77 捕食 溶出 6.73
（負が流出） 0.24 沈降 -9.93

排泄 0.22 溶出 6.95
Zoo (二枚貝) 浄化 -1.76

2.93 排泄 浮遊系からの消失 -4.74
0.14 浄化 負荷+浮遊系からの消失 1.16

死亡 0.81 付着藻類 0.46 有機物生産 15.62
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 481.60 分解

14.81 11.82

沈降 沈降 浄化 浄化
2.83 7.09 0.39 0.89

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1002.86 397.74 605.12

I-N/T-N 0.40
O-N/T-N 0.60

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

図 2.13(3) 各計算ケースの渥美湾エリアの物質循環 
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【干潟・浅場 500ha 造成】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -1.88 光合成 44.82 I-N 9.16
O-N 2.63 Phy I-N O-N 0.66
Phy -4.99 143.44 447.25 Phy 0.00
Zoo 0.14 呼吸 17.61 T-N負荷 9.83

-4.10 捕食 溶出 7.09
（負が流出） 0.36 沈降 -10.91

排泄 0.46 溶出 7.55
Zoo (二枚貝) 浄化 -3.26

4.00 排泄 浮遊系からの消失 -6.62
0.19 浄化 負荷+浮遊系からの消失 3.20

死亡 1.14 付着藻類 0.53 有機物生産 18.76
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 518.95 分解

17.61 12.74

沈降 沈降 浄化 浄化
3.31 7.60 0.94 1.78

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1113.64 447.25 666.39

I-N/T-N 0.40
O-N/T-N 0.60

【干潟・浅場 500ha 造成、負荷 10%削減】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -1.77 光合成 43.01 I-N 8.25
O-N 2.97 Phy I-N O-N 0.60
Phy -4.74 137.85 433.35 Phy 0.00
Zoo 0.15 呼吸 16.93 T-N負荷 8.84

-3.39 捕食 溶出 7.09
（負が流出） 0.32 沈降 -10.62

排泄 0.45 溶出 7.54
Zoo (二枚貝) 浄化 -3.18

3.68 排泄 浮遊系からの消失 -6.26
0.17 浄化 負荷+浮遊系からの消失 2.59

死亡 1.04 付着藻類 0.53 有機物生産 17.97
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 506.87 分解

16.93 12.44

沈降 沈降 浄化 浄化
3.19 7.43 0.91 1.73

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1081.75 433.35 648.40

I-N/T-N 0.40
O-N/T-N 0.60

【干潟・浅場 500ha 造成、負荷 20%削減】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -1.76 光合成 40.95 I-N 7.33
O-N 3.35 Phy I-N O-N 0.53
Phy -4.48 131.44 422.77 Phy 0.00
Zoo 0.16 呼吸 16.14 T-N負荷 7.86

-2.73 捕食 溶出 7.09
（負が流出） 0.29 沈降 -10.29

排泄 0.43 溶出 7.52
Zoo (二枚貝) 浄化 -3.09

3.37 排泄 浮遊系からの消失 -5.85
0.16 浄化 負荷+浮遊系からの消失 2.01

死亡 0.95 付着藻類 0.53 有機物生産 17.09
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 493.57 分解

16.14 12.12

沈降 沈降 浄化 浄化
3.05 7.24 0.87 1.67

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1051.16 422.77 628.39

I-N/T-N 0.40
O-N/T-N 0.60

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

図 2.13(4) 各計算ケースの渥美湾エリアの物質循環 
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【干潟・浅場 1000ha 造成】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -2.28 光合成 43.91 I-N 9.16
O-N 3.14 Phy I-N O-N 0.66
Phy -4.89 139.24 460.94 Phy 0.00
Zoo 0.15 呼吸 17.10 T-N負荷 9.83

-3.89 捕食 溶出 7.45
（負が流出） 0.33 沈降 -10.53

排泄 0.63 溶出 8.08
Zoo (二枚貝) 浄化 -4.31

3.79 排泄 浮遊系からの消失 -6.76
0.18 浄化 負荷+浮遊系からの消失 3.06

死亡 1.08 付着藻類 0.59 有機物生産 18.18
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 501.03 分解

17.10 12.30

沈降 沈降 浄化 浄化
3.20 7.33 1.29 2.41

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1105.00 460.94 644.06

I-N/T-N 0.42
O-N/T-N 0.58

【干潟・浅場 1000ha 造成、負荷 10%削減】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -2.20 光合成 42.04 I-N 8.25
O-N 3.47 Phy I-N O-N 0.60
Phy -4.65 133.51 448.21 Phy 0.00
Zoo 0.15 呼吸 16.39 T-N負荷 8.84

-3.22 捕食 溶出 7.45
（負が流出） 0.30 沈降 -10.23

排泄 0.61 溶出 8.05
Zoo (二枚貝) 浄化 -4.19

3.50 排泄 浮遊系からの消失 -6.37
0.16 浄化 負荷+浮遊系からの消失 2.48

死亡 0.99 付着藻類 0.59 有機物生産 17.38
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 489.16 分解

16.39 12.01

沈降 沈降 浄化 浄化
3.07 7.16 1.25 2.33

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1074.39 448.21 626.17

I-N/T-N 0.42
O-N/T-N 0.58

【干潟・浅場 1000ha 造成、負荷 20%削減】 
湾外との収支 流入負荷
I-N -2.26 光合成 39.90 I-N 7.33
O-N 3.86 Phy I-N O-N 0.53
Phy -4.37 126.89 439.38 Phy 0.00
Zoo 0.16 呼吸 15.58 T-N負荷 7.86

-2.61 捕食 溶出 7.45
（負が流出） 0.27 沈降 -9.90

排泄 0.58 溶出 8.03
Zoo (二枚貝) 浄化 -4.05

3.21 排泄 浮遊系からの消失 -5.92
0.15 浄化 負荷+浮遊系からの消失 1.94

死亡 0.90 付着藻類 0.59 有機物生産 16.48
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 475.98 分解

15.58 11.68

沈降 沈降 浄化 浄化
2.92 6.97 1.19 2.25

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1045.46 439.38 606.08

I-N/T-N 0.42
O-N/T-N 0.58

 沈降：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N) 

 溶出：栄養塩の溶出＋二枚貝の排泄 

 浄化：植物プランクトン(PHY)＋有機態窒素(O-N)+無機態窒素(I-N) 

 浮遊系からの消失＝沈降＋浄化＋溶出（マイナス効果） 

 有機物生産＝植物プランクトンの枯死＋動物プランクトンの死亡（有機物生産は非生物体） 

図 2.13(5) 各計算ケースの渥美湾エリアの物質循環 

表 2.11 出水時検討内容 

内

容 

出水時の計算は、出水開始後 10 日間について計算を行った。湾内の物質循環の変化を確認する指標

として、物質循環の窒素量について、沈降量、浄化量および有機物生産量の経日変化と出水開始前
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図 2.14 出水時の検討結果（出水後の湾内の物質の変化） 

 

出水前 

出水により植物プランク

トン濃度が希釈され、内

部生産が低下 

浄化量が減少 浄化量がわずかに

増加傾向 

⇒植物プランクト
ンの増加 

2日目以降 4日目ま
で内部生産量増加 

有機物の生成量が減少 

有機物の沈降量が減少 
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湾外との収支 流入負荷
I-N -19.03 光合成 69.75 I-N 24.90
O-N 5.33 Phy I-N O-N 3.28
Phy -6.32 230.63 871.62 Phy 0.00
Zoo 0.39 呼吸 28.26 T-N負荷 28.18

-19.63 捕食 溶出 12.14
（負が流出） 0.70 沈降 -19.00

排泄 0.50 溶出 12.64
Zoo (二枚貝) 浄化 -3.94

8.29 排泄 浮遊系からの消失 -10.29
0.39 浄化 負荷+浮遊系からの消失 17.89

死亡 2.33 付着藻類 0.96 有機物生産 30.58
藻場 0.02

O-N ノリ 0
枯死 962.33 分解

28.26 23.57

沈降 沈降 浄化 浄化
5.38 13.62 0.85 2.11

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 2072.86 871.62 1201.24

I-N/T-N 0.42
O-N/T-N 0.58

出水後 1 日目[出水ピーク] 
湾外との収支 流入負荷
I-N -42.10 光合成 68.55 I-N 333.83
O-N -35.17 Phy I-N O-N 35.16
Phy -12.10 228.44 964.59 Phy 0.00
Zoo -0.13 呼吸 28.02 T-N負荷 368.99

-89.51 捕食 溶出 12.17
（負が流出） 0.69 沈降 -18.94

排泄 0.48 溶出 12.65
Zoo (二枚貝) 浄化 -3.80

8.11 排泄 浮遊系からの消失 -10.09
0.38 浄化 負荷+浮遊系からの消失 358.90

死亡 2.28 付着藻類 0.96 有機物生産 30.31
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 959.51 分解

28.02 23.52

沈降 沈降 浄化 浄化
5.37 13.57 0.74 2.08

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 2160.65 964.59 1196.06

I-N/T-N 0.45
O-N/T-N 0.55

出水後 2 日目 
湾外との収支 流入負荷
I-N -74.58 光合成 61.81 I-N 333.79
O-N -33.27 Phy I-N O-N 35.15
Phy -16.16 216.08 1357.89 Phy 0.00
Zoo 0.06 呼吸 26.61 T-N負荷 368.94

-123.95 捕食 溶出 12.23
（負が流出） 0.63 沈降 -18.65

排泄 0.45 溶出 12.68
Zoo (二枚貝) 浄化 -3.62

7.45 排泄 浮遊系からの消失 -9.59
0.35 浄化 負荷+浮遊系からの消失 359.35

死亡 2.09 付着藻類 0.96 有機物生産 28.70
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 947.10 分解

26.61 23.27

沈降 沈降 浄化 浄化
5.22 13.43 0.58 2.06

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 2528.53 1357.89 1170.64

I-N/T-N 0.54
O-N/T-N 0.46

図 2.15(1) 出水時の物質循環（現況、夏季） 
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出水後 3 日目 
湾外との収支 流入負荷
I-N -72.83 光合成 62.30 I-N 24.90
O-N 9.87 Phy I-N O-N 3.28
Phy -13.82 206.10 1393.39 Phy 0.00
Zoo 0.70 呼吸 25.35 T-N負荷 28.18

-76.08 捕食 溶出 12.19
（負が流出） 0.62 沈降 -18.20

排泄 0.46 溶出 12.65
Zoo (二枚貝) 浄化 -3.70

7.61 排泄 浮遊系からの消失 -9.25
0.35 浄化 負荷+浮遊系からの消失 18.93

死亡 2.11 付着藻類 0.96 有機物生産 27.47
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 946.11 分解

25.35 23.21

沈降 沈降 浄化 浄化
4.74 13.46 0.65 2.07

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 2553.20 1393.39 1159.82

I-N/T-N 0.55
O-N/T-N 0.45

出水後 4 日目 
湾外との収支 流入負荷
I-N -70.83 光合成 63.16 I-N 24.90
O-N 10.29 Phy I-N O-N 3.28
Phy -13.68 199.49 1344.57 Phy 0.00
Zoo 0.62 呼吸 24.48 T-N負荷 28.18

-73.60 捕食 溶出 12.15
（負が流出） 0.63 沈降 -17.88

排泄 0.47 溶出 12.61
Zoo (二枚貝) 浄化 -3.72

7.83 排泄 浮遊系からの消失 -8.99
0.36 浄化 負荷+浮遊系からの消失 19.19

死亡 2.16 付着藻類 0.96 有機物生産 26.64
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 947.69 分解

24.48 23.19

沈降 沈降 浄化 浄化
4.38 13.50 0.68 2.07

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 2499.58 1344.57 1155.01

I-N/T-N 0.54
O-N/T-N 0.46

出水後 5 日目 
湾外との収支 流入負荷
I-N -63.04 光合成 62.87 I-N 24.90
O-N 9.34 Phy I-N O-N 3.28
Phy -12.24 195.54 1298.69 Phy 0.00
Zoo 0.55 呼吸 23.93 T-N負荷 28.18

-65.38 捕食 溶出 12.12
（負が流出） 0.63 沈降 -17.72

排泄 0.47 溶出 12.58
Zoo (二枚貝) 浄化 -3.72

7.95 排泄 浮遊系からの消失 -8.85
0.37 浄化 負荷+浮遊系からの消失 19.33

死亡 2.18 付着藻類 0.96 有機物生産 26.12
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 948.32 分解

23.93 23.15

沈降 沈降 浄化 浄化
4.22 13.50 0.68 2.06

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 2450.49 1298.69 1151.81

I-N/T-N 0.53
O-N/T-N 0.47

図 2.15(2) 出水時の物質循環（現況、夏季） 
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出水前 
湾外との収支 流入負荷
I-N -1.52 光合成 45.79 I-N 9.16
O-N 2.03 Phy I-N O-N 0.66
Phy -5.09 148.16 434.48 Phy 0.00
Zoo 0.13 呼吸 18.19 T-N負荷 9.83

-4.45 捕食 溶出 6.73
（負が流出） 0.39 沈降 -11.39

排泄 0.25 溶出 6.99
Zoo (二枚貝) 浄化 -1.97

4.27 排泄 浮遊系からの消失 -6.38
0.20 浄化 負荷+浮遊系からの消失 3.45

死亡 1.23 付着藻類 0.46 有機物生産 19.42
藻場 0.02

O-N ノリ 0
枯死 540.18 分解

18.19 13.26

沈降 沈降 浄化 浄化
3.46 7.93 0.48 1.01

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1127.09 434.48 692.61

I-N/T-N 0.39
O-N/T-N 0.61

出水後 1 日目[出水ピーク] 
湾外との収支 流入負荷
I-N -16.66 光合成 45.03 I-N 232.42
O-N -21.67 Phy I-N O-N 14.95
Phy -9.70 146.42 502.55 Phy 0.00
Zoo -0.10 呼吸 18.01 T-N負荷 247.37

-48.12 捕食 溶出 6.74
（負が流出） 0.38 沈降 -11.33

排泄 0.23 溶出 6.98
Zoo (二枚貝) 浄化 -1.85

4.19 排泄 浮遊系からの消失 -6.20
0.20 浄化 負荷+浮遊系からの消失 241.17

死亡 1.21 付着藻類 0.46 有機物生産 19.21
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 537.12 分解

18.01 13.20

沈降 沈降 浄化 浄化
3.45 7.88 0.40 0.97

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1190.28 502.55 687.73

I-N/T-N 0.42
O-N/T-N 0.58

出水後 2 日目 
湾外との収支 流入負荷
I-N -35.69 光合成 40.11 I-N 232.38
O-N -21.60 Phy I-N O-N 14.95
Phy -14.39 136.33 793.05 Phy 0.00
Zoo -0.07 呼吸 16.83 T-N負荷 247.33

-71.74 捕食 溶出 6.76
（負が流出） 0.35 沈降 -11.02

排泄 0.21 溶出 6.97
Zoo (二枚貝) 浄化 -1.69

3.87 排泄 浮遊系からの消失 -5.74
0.18 浄化 負荷+浮遊系からの消失 241.59

死亡 1.11 付着藻類 0.46 有機物生産 17.94
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 523.30 分解

16.83 12.88

沈降 沈降 浄化 浄化
3.32 7.70 0.30 0.91

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1456.55 793.05 663.50

I-N/T-N 0.54
O-N/T-N 0.46

図 2.16(1) 出水時における渥美湾エリアの物質循環（現況、夏季） 
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出水後 3 日目 
湾外との収支 流入負荷
I-N -64.33 光合成 39.47 I-N 9.16
O-N 6.72 Phy I-N O-N 0.66
Phy -10.87 127.82 802.44 Phy 0.00
Zoo 0.31 呼吸 15.76 T-N負荷 9.83

-68.17 捕食 溶出 6.75
（負が流出） 0.34 沈降 -10.65

排泄 0.22 溶出 6.97
Zoo (二枚貝) 浄化 -1.77

3.90 排泄 浮遊系からの消失 -5.45
0.18 浄化 負荷+浮遊系からの消失 4.38

死亡 1.11 付着藻類 0.46 有機物生産 16.87
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 521.92 分解

15.76 12.84

沈降 沈降 浄化 浄化
2.94 7.71 0.35 0.94

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1456.09 802.44 653.65

I-N/T-N 0.55
O-N/T-N 0.45

出水後 4 日目 
湾外との収支 流入負荷
I-N -41.34 光合成 39.82 I-N 9.16
O-N 6.43 Phy I-N O-N 0.66
Phy -9.57 123.07 756.56 Phy 0.00
Zoo 0.29 呼吸 15.15 T-N負荷 9.83

-44.19 捕食 溶出 6.74
（負が流出） 0.34 沈降 -10.45

排泄 0.23 溶出 6.96
Zoo (二枚貝) 浄化 -1.80

4.04 排泄 浮遊系からの消失 -5.29
0.19 浄化 負荷+浮遊系からの消失 4.54

死亡 1.14 付着藻類 0.46 有機物生産 16.28
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 524.32 分解

15.15 12.87

沈降 沈降 浄化 浄化
2.70 7.75 0.37 0.96

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1407.99 756.56 651.42

I-N/T-N 0.54
O-N/T-N 0.46

出水後 5 日目 
湾外との収支 流入負荷
I-N -29.10 光合成 39.74 I-N 9.16
O-N 5.61 Phy I-N O-N 0.66
Phy -9.32 120.17 726.34 Phy 0.00
Zoo 0.25 呼吸 14.76 T-N負荷 9.83

-32.56 捕食 溶出 6.72
（負が流出） 0.34 沈降 -10.34

排泄 0.23 溶出 6.95
Zoo (二枚貝) 浄化 -1.81

4.12 排泄 浮遊系からの消失 -5.20
0.19 浄化 負荷+浮遊系からの消失 4.62

死亡 1.15 付着藻類 0.46 有機物生産 15.91
藻場 0.02

O-N ノリ 0.00
枯死 525.37 分解

14.76 12.87

沈降 沈降 浄化 浄化
2.58 7.76 0.37 0.96

tonN/day

T-N I-N O-N
湾内窒素現存量 1376.00 726.34 649.66

I-N/T-N 0.53
O-N/T-N 0.47

図 2.16(2)  出水時における渥美湾エリアの物質循環（現況、夏季） 
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